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五
月
十
九
日(

土)

、
午
後
一
時
三
十
分

よ
り
前
橋
市
総
合
福
祉
会
館
に
お
い
て
第

十
一
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

★
第
一
部
総
会
議
事 

 

澤
地
ま
ゆ
み
理
事
の
司
会
で
開
会
し
斎

藤
浩
理
事
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

斎
藤
浩
理
事
長
は
挨
拶
の
中
で
、 

①
当
会
の
運
営
に
つ
い
て 

・
多
額
の
寄
付
を
い
た
だ
い
た
こ
と 

・
事
務
局
体
制
が
整
っ
た
こ
と 

か
ら
、
問
題
な
く
運
営
し
て
い
け
る
見
通

し
で
あ
る
こ
と
。 

②
ご
自
分
の
行
動
哲
学
を
「
フ
レ
ン
ド
シ
ッ

プ
」
か
ら
「
こ
れ
か
ら
の
世
代
へ
」
と
変
更

す
る
。 

旨
話
さ
れ
ま
し
た
。 

来
賓
は
、
前
橋
市
長
の
代
理
と
し
て
関

根
介
護
高
齢
福
祉
課
長
、
前
橋
市
医
師
会

会
長
の
代
理
と
し
て
中
屋
副
会
長
が
出
席

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。 

議
案
は
、
十
八
年
度
事
業
報
告
、
同
決

算
報
告
、
十
九
年
度
事
業
計
画
案
、
同
予

算
案
、
十
九
年
度
役
員
案
に
つ
い
て
事
務

局
か
ら
説
明
し
、
満
場
の
拍
手
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

★
第
二
部
演
奏
会 

 

第
一
部
終
了
後
は
ポ
ッ
プ
ス
尺
八
奏
者

「
昌
平
」
さ
ん
の
音
楽
を
楽
し
み
ま
し
た
。

尺
八
と
い
え
ば
邦
楽
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、

ポ
ッ
プ
ス
を
演
奏
す
る
と
の
こ
と
で
皆
さ
ん

楽
し
み
に
し
て
い
た
よ
う
で
す
。 

「
昌
平
」
さ
ん
は
司
会
者
と
し
て
芸
能
界

に
入
っ
た
と
い
う
く
ら
い
お
話
も
上
手
で
、

演
奏
と
お
話
の
両
方
が
楽
し
め
ま
し
た
。 

曲
目
も
・
鈴
懸
の
径
・
イ
エ
ス
タ
デ
ー
・
五

木
の
子
守
唄
・
月
の
砂
漠
・
千
の
風
に
な
っ

て
・
愛
燦
燦
・
川
の
流
れ
の
よ
う
に
な
ど
、
懐

か
し
の
名
曲
か
ら
昨
年
の
紅
白
歌
合
戦
で

話
題
に
な
っ
た
曲
ま
で
演
奏
し
て
い
た
だ
き
、

皆
さ
ん
聴
き
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。 

な
か
で
も
「
あ
あ
人
生
に
涙
あ
り
」
は
曲

名
だ
け
で
は
「
知
ら
な
い
」
と
い
う
人
が
多
か

っ
た
の
で
す
が
、
演
奏
が
始
ま
る
と
「
あ
あ
、
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演
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と
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健
康
メ
モ (
二) 

サ
プ
リ
メ
ン
ト
は
本
当
に
必
要
か 

水
戸
黄
門
の
主
題
歌
だ
」
と
、
曲
だ
け
知
っ

て
い
て
題
名
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
大
笑

い
で
し
た
。 

 

サ
プ
リ
メ
ン
ト(

健
康
食
品
、
栄
養
補
助

食
品)

は
、
新
聞
・
雑
誌
・
テ
レ
ビ
な
ど
で
広

告
さ
れ
、
効
果
が
宣
伝
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ

ち
こ
ち
の
店
頭
に
は
各
種
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト

が
並
び
、
そ
の
数
六
百
位
あ
る
と
言
い
ま

す
。 生

活
習
慣
病
の
予
防
は
、
適
切
な
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
事
と
適
度
な
運
動
・
規
則
正

し
い
生
活
が
基
本
で
す
。
現
在
の
食
生
活
で

は
、
ど
う
し
て
も
栄
養
に
不
均
衡
が
生
じ
ま

す
。
そ
こ
で
安
直
に
サ
プ
リ
メ
ン
ト
で
補
お

う
と
し
て
い
ま
す
。
や
む
を
え
な
い
状
態
で

す
か
ら
、
せ
め
て
十
分
に
サ
プ
リ
メ
ン
ト
が

必
要
か
考
え
て
選
び
ま
し
ょ
う
。 

健
康
で
長
生
き
し
た
い
人
は
、
サ
プ
リ
メ

ン
ト
の
原
料
、
主
成
分
、
効
能
、
添
加
物
、

値
段
な
ど
を
よ
く
検
討
し
て
、
納
得
し
て
摂

取
し
て
く
だ
さ
い
。 

Ａ 

サ
プ
リ
メ
ン
ト
が
天
然
の
も
の
が
原
料

か
、
化
学
合
成(

主
に
石
油
を
原
料)

の

製
品
か
で
健
康
効
果
に
差
異
が
あ
り
、

体
内
に
入
っ
た
時
に
吸
収
・
排
泄
の
し
か

た
も
違
っ
て
い
ま
す
。 

①
天
然
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ(

ア
ス
コ
ル
ビ
ン
酸)

、

ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
は
多
量
に
取
っ
て
も
害
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
合
成
の
Ｌ
ア
ス
コ
ル
ビ
ン
酸

や
合
成
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
は
、
必
要
以
上
取
る

と
胃
も
た
れ
や
下
痢
な
ど
の
胃
腸
障
害

を
起
こ
し
た
り
、
肝
臓
に
負
担
を
か
け
ま

す
。 

②
天
然
の
カ
ル
シ
ウ
ム
は
牛
乳
・
ほ
う
れ

ん
草
・
小
魚
な
ど
の
食
品
に
含
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
と
し
て
は
サ
ン
ゴ

が
原
料
で
、
合
成
は
乳
酸
カ
ル
シ
ウ
ム(

乳

酸
は
石
油
か
ら)
、
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど

で
す
。
取
り
過
ぎ
は
腎
臓
結
石
・
尿
管
結

石
な
ど
を
発
症
さ
せ
ま
す
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。 

Ｂ 

サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
原
料
に
残
留
農
薬
が

あ
れ
ば
健
康
に
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。 

原
料
が
天
然
の
も
の
で
も
、
ほ
と
ん
ど
の

も
の
に
農
薬
あ
る
い
は
化
学
薬
品
が
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
少
量
で
も
残
留

し
て
い
れ
ば
、
健
康
食
品
で
な
く
有
害
食

品
に
な
り
、
輸
入
野
菜
使
用
は
特
に
注

意
が
必
要
で
す
。 

Ｃ 

サ
プ
リ
メ
ン
ト
に
含
ま
れ
る
食
品
添
加

物
で
、
多
量
に
摂
取
す
る
と
健
康
被
害

を
起
こ
す
主
な
も
の
は
①
～
④
で
す
が
、

ほ
と
ん
ど
の
食
品
に
は
添
加
物
が
書
い
て

あ
る
か
、
無
添
加
で
あ
る
か
を
表
示
し
て

い
ま
す
。 

①
安
息
香
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム(

ド
リ
ン
ク
剤

の
保
存
料
…
発
が
ん
の
疑
い
・
胃
腸
障

害
・
多
量
で
尿
失
禁
な
ど) 

②
シ
ョ
糖
脂
肪
酸
エ
ス
テ
ル(

錠
剤
・
ハ
ー
ド

カ
プ
セ
ル
・
ド
リ
ン
ク
剤
の
乳
化
剤
…
下

剤) ③
没
食
子
酸
プ
ロ
ピ
ル
、
エ
チ
レ
ン
ジ
ア
ミ

ン
、
四
酢
酸
二
ナ
ト
リ
ウ
ム(

酸
化
防
止

剤
…200

～300g

で
致
死
量) 

④
リ
ン
酸
二
ナ
ト
リ
ウ
ム(

腎
臓
結
石)

、

過
酸
化
水
素(

漂
白
作
用
…
酸
化
促
進)

、

タ
ー
ル
色
素(

着
色) 

Ｄ 

主
な
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
書
い
て
み
ま
し

た
が
、
あ
ま
り
種
類
が
多
く
て
調
べ
き
れ

ま
せ
ん
。 

①
健
康
ド
リ
ン
ク
剤 

青
汁(

ア
ブ
ラ
ナ
科
の
黄
緑
色
野
菜
ケ
ー

ル
を
原
料
と
す
る
、
抗
酸
化
作
用
・
ビ
タ

ミ
ン
類
を
多
く
含
む)

、
大
麦
若
葉(

抗
酸

化
作
用
、
発
が
ん
物
質
の
無
毒
化
、
ビ
タ

ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
類
を
多
く
含
む)

、
芋
葉

青
汁(

さ
つ
ま
す
い
王)
、
青
粒(

エ
ジ
プ
ト

産
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ)

、
ル
イ
ボ
ス
茶(

豆
科
の
針

葉
樹)

。 

ザ
ク
ロ
エ
キ
ス(

類
似
女
性
ホ
ル
モ
ン)

、
イ

チ
ョ
ウ
葉
エ
キ
ス(

フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
の
抗
酸

化
作
用
な
ど)

、
人
参
ド
リ
ン
ク
、
オ
ロ
ナ

ミ
ン
Ｃ
・
リ
ポ
ビ
タ
ン
Ｄ
・
チ
オ
ビ
タ
ド
リ
ン

ク
・
ユ
ン
ケ
ル
・
グ
ロ
ン
サ
ン
な
ど
。 

②
が
ん
予
防
・
免
疫
力
増
加
剤
。(

あ
く

ま
で
も
予
防
で
あ
っ
て
治
療
す
る
も
の
で

は
な
い) 

ア
ガ
リ
ス
ク( β

－
Ｄ
－
グ
ル
カ
ン
を
多
く

含
む
キ
ノ
コ)

、
サ
メ
軟
骨
エ
キ
ス
・
粉
末(

コ

ン
ド
ロ
イ
チ
ン
が
主
成
分)

、
ウ
コ
ン(

香
辛

料
タ
ー
メ
リ
ッ
ク)

、
マ
イ
タ
ケ
エ
キ
ス
、
プ

ロ
ポ
リ
ス(

ブ
ラ
ジ
ル
産
が
高
品
質) 

③
滋
養
強
壮
剤 

卵
黄
製
品(

ぷ
ち
卵
油
な
ど)

、
す
っ
ぽ
ん

Ｓ
、
ロ
ー
ヤ
ル
ゼ
リ
ー
、
ク
ロ
レ
ラ
エ
キ
ス
な

ど
。 

④
食
物
繊
維(

キ
ト
サ
ン
：
カ
ニ
・
エ
ビ
の

殻
の
キ
チ
ン
を
加
工
し
た
も
の)

、
コ
ラ
ー

ゲ
ン(

ゼ
ラ
チ
ン)

。 

グ
ル
コ
サ
ミ
ン(

Ｅ
Ｘ
₂₁グ
ル
コ
サ
ミ
ン
、
シ
ニ

ア
ケ
ア
ー
な
ど
食
物
繊
維
と
コ
ラ
ー
ゲ
ン

を
含
む)

。 

⑤
そ
の
他 

Ｄ
Ｈ
Ｅ(

新
鮮
な
魚
よ
り
ゼ
ラ
チ
ン
カ
プ
セ
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特
別
講
演
会
資
料 

役
に
立
つ
法
律
の
知
識(
三) 

遺
言
・相
続
・成
年
後
見 

ル)
、
黒
酢(

純
米
酢
・
リ
ン
ゴ
酢
・
梅
酢
な

ど)
、
ア
ロ
エ
エ
キ
ス
、
ア
イ
ザ
メ
エ
キ
ス(

ス
ク

ワ
レ
ン
・
肝
臓
病
に
効
果
あ
り)

、
ビ
タ
ミ

ン
Ｂ
群
な
ど
。 

行
政
書
士 

木
村 

信
行 

香
典
や
弔
慰
金
は
誰
に
帰
属
す
る
の
か 

香
典
や
弔
慰
金
は
遺
産
分
割
の
対
象

に
な
る
の
か
ど
う
か
の
一
般
的
な
考
え

方
は
、
相
続
財
産
と
す
る
べ
き
で
は
な
い

と
す
る
説
が
有
力
で
す
。
香
典
の
性
質

は
、
葬
儀
費
用
の
一
部
負
担
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
は
日
本
で
の
古
く

か
ら
の
習
慣
で
互
助
の
精
神
に
基
づ
く

も
の
と
解
釈
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
場
合

こ
れ
は
喪
主
に
帰
属
す
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
弔
慰
金
に
つ
い
て
も
同
様
の
考

え
方
が
多
い
よ
う
で
す
。
も
し
弔
慰
金
の

封
筒
の
表
書
き
に
ご
遺
族
様
と
で
も
書

い
て
あ
れ
ば
、
や
は
り
同
様
の
考
え
方
と

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
名
目
は
弔
慰
金
で

も
実
質
は
死
亡
退
職
金
で
あ
る
場
合
は
、

相
続
財
産
に
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
で
意

見
の
対
立
が
あ
る
の
が
実
情
で
す
が
、
一

応
含
ま
れ
な
い
と
す
る
説
が
有
力
で
す
。

し
か
し
公
平
な
見
地
か
ら
、
具
体
的
な

相
続
分
の
計
算
で
は
、
特
別
受
益
分
（
生

前
に
贈
与
や
生
計
の
資
本
と
し
て
も
ら

っ
た
分
）
と
し
て
考
慮
す
る
と
い
う
考
え

方
も
多
い
よ
う
で
す
。 

一
、
遺
言
に
つ
い
て 

①
遺
言
の
種
類 

普
通
方
式 

・ 
公
証
人
が
関
与
す
る
も
の 

ア 

公
正
証
書
遺
言 

 
  

遺
言
者
の
意
向
を
公
証
人
に
は
っ
き

り
と
伝
え
、
公
証
人
が
そ
れ
を
筆
記
し

た
後
、
公
証
人
が
そ
の
内
容
を
口
授
す

る
こ
と
で
、
内
容
に
間
違
い
が
無
い
こ
と

を
確
認
し
、
公
証
人
・
証
人
二
名
が
署

名
、
実
印
を
押
印
を
し
ま
す
。
証
人
に

は
そ
の
相
続
に
つ
い
て
利
害
関
係
の
あ
る

人
は
成
れ
ま
せ
ん
。
証
人
は
法
律
上
で

厳
格
な
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る

法
律
専
門
家
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
素

人
に
遺
言
書
の
内
容
を
ぺ
ら
ぺ
ら
喋
ら

れ
て
は
大
い
に
困
る
か
ら
で
す
。
出
来
上

が
っ
た
遺
言
書
は
そ
の
原
本
が
公
証
役

場
に
二
十
年
間
保
存
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

遺
言
者
に
渡
さ
れ
る
正
本
を
、
も
し
紛

失
し
て
も
、
い
つ
で
も
原
本
を
取
り
寄
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
後
述
す
る
家
庭

裁
判
所
で
の
検
認
の
必
要
も
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
方
式
が
最
も
確
実
で
有
力
な
方

式
と
言
え
ま
す
。
遺
言
の
中
で
遺
言
執

行
者
を
指
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

遺
言
執
行
者
は
法
律
で
守
ら
れ
た
強
力

で
様
々
な
権
限
を
持
っ
て
い
ま
す
。
必
要

な
書
類
は
、
本
人
の
実
印
と
印
鑑
証
明

書
、
本
人
の
戸
籍
謄
本
、
住
民
票
の
写
し
、

特
定
遺
贈
な
ら
ば
財
産
目
録
、
そ
の
財

産
の
価
値
を
示
す
書
類
（
不
動
産
登
記

事
項
証
明
書
、
固
定
資
産
税
評
価
証
明

書
、
路
線
価
に
よ
る
計
算
書
、
各
種
金

融
機
関
の
残
高
証
明
書
、
そ
の
他
財
産

の
価
値
を
示
す
書
類
な
ど
）
を
提
出
し

ま
す
。
包
括
遺
贈
な
ら
ば
こ
れ
ら
書
類

を
か
な
り
減
ら
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。

し
か
し
、
相
続
財
産
の
詳
細
を
つ
か
ん
で

お
く
た
め
に
、
出
来
る
だ
け
正
確
な
書

類
を
こ
の
機
会
に
作
成
す
る
か
取
り
寄

せ
る
ほ
う
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
財
産
目

録
で
漏
れ
た
財
産
が
あ
る
と
、
後
々
相

続
が
開
始
さ
れ
た
と
き
に
思
わ
ぬ
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
正
確
な
財
産
目
録
を
作
成
し
た
い

も
の
で
す
。 

イ 

秘
密
証
書
遺
言 

こ
れ
は
遺
言
の
内
容
を
知
ら
れ
た
く

な
い
場
合
に
使
わ
れ
る
方
法
で
す
。
遺

言
者
が
遺
言
の
全
て
を
書
い
た
後
、
封
筒

に
入
れ
、
証
人
二
名
と
公
証
人
が
間
違

い
な
く
本
人
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
後
、
そ
の
確
認
し
た
こ
と
を

封
筒
の
表
に
書
い
て
印
鑑
を
押
し
ま
す
。

こ
の
遺
言
書
は
必
ず
し
も
本
人
が
自
筆

で
記
述
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
パ
ソ

コ
ン
で
作
っ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
し
、
録
音

テ
ー
プ
に
遺
言
す
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。

署
名
、
日
付
、
実
印
の
押
印
も
必
要
で

す
が
、
公
証
人
な
ど
に
か
わ
っ
て
書
い
て

も
ら
う
こ
と
も
可
能
で
す
。
こ
の
方
式
の

欠
点
は
、
公
証
人
が
そ
の
内
容
に
ま
で
タ

ッ
チ
し
な
い
た
め
、
内
容
に
誤
り
が
あ
る

と
そ
の
一
部
か
全
部
が
無
効
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば

正
確
な
日
付
の
代
わ
り
に
平
成
十
八
年

十
二
月
吉
日
な
ど
と
書
い
て
あ
る
と
、

遺
言
書
の
全
て
が
無
効
に
な
り
ま
す
。

訂
正
の
仕
方
に
つ
い
て
も
厳
密
な
方
式
が

要
求
さ
れ
ま
す
の
で
、
出
来
れ
ば
こ
の
方

式
は
避
け
た
ほ
う
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

必
要
な
書
類
は
公
正
証
書
遺
言
よ
り
は
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少
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
方
式
は
死
後
、

家
庭
裁
判
所
で
の
検
認
の
手
続
き
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
検
認
は
出
来
る
だ
け

相
続
人
全
員
が
家
庭
裁
判
所
に
出
頭
し
、

係
員
の
目
の
前
で
開
封
し
て
そ
の
内
容

を
確
認
す
る
作
業
で
す
。
こ
れ
は
別
に

厄
介
な
手
続
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

検
認
の
目
的
は
、
遺
言
者
の
真
意
を
確

保
す
る
た
め
に
、
遺
言
書
の
形
式
そ
の
他

の
状
態
を
調
査
確
認
し
、
他
日
に
お
け

る
偽
造
・
変
造
を
防
止
し
、
か
つ
保
存
を

確
実
に
す
る
た
め
で
す
。
こ
の
検
認
を
受

け
た
か
ら
と
い
っ
て
無
効
な
遺
言
書
が
有

効
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
無
効

な
遺
言
書
が
検
認
さ
れ
た
と
い
う
だ
け

で
す
。
こ
の
検
認
の
手
続
き
を
し
な
い
で

遺
言
を
執
行
す
る
と
法
律
に
よ
る
処
罰

が
あ
り
ま
す
。 

・ 

公
証
人
が
関
与
し
な
い
も
の 

ア 

自
筆
証
書
遺
言 

 
  

遺
言
者
は
自
分
で
遺
言
の
内
容
の
全

文
を
書
き
、
そ
れ
に
日
付
お
よ
び
氏
名

を
書
い
て
そ
の
署
名
の
下
に
押
印
を
す

れ
ば
良
い
の
で
す
。
ま
た
、
こ
の
場
合
の

加
除
訂
正
に
つ
い
て
も
や
は
り
一
定
の
方

式
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
自
筆
証
書
遺
言

は
手
書
き
で
自
分
で
遺
言
を
書
く
こ
と

が
絶
対
条
件
で
す
か
ら
、
字
の
書
け
な
い

人
は
こ
の
方
式
の
遺
言
を
す
る
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
。
公
正
証
書
遺
言
か
、
秘
密

証
書
遺
言
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
方
式
も
ま
た
前
項
の
秘
密
証
書
遺

言
と
同
様
、
遺
言
の
方
式
に
反
す
る
危

険
が
あ
り
、
あ
ま
り
お
勧
め
で
き
ま
せ
ん
。

家
庭
裁
判
所
の
検
認
が
必
要
な
こ
と
は
、

秘
密
証
書
遺
言
を
同
じ
で
す
。 

・ 

そ
の
他
の
方
式 

 
  

特
別
方
式
と
し
て
、
危
急
時
遺
言
・
隔

絶
地
遺
言
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
危

急
時
遺
言
の
や
り
方
を
説
明
し
ま
す
。

死
期
が
迫
り
、
上
で
延
べ
た
遺
言
の
方
式

が
使
え
な
い
と
き
に
は
、
証
人
三
人
以

上
の
立
会
い
が
あ
れ
ば
有
効
な
遺
言
を

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、
隔
絶
地

遺
言
は
伝
染
病
隔
離
病
棟
な
ど
で
使
わ

れ
ま
す
が
、
医
師
二
人
以
上
の
立
会
い

が
必
要
で
す
。 

・ 

精
神
障
害
者
の
遺
言 

 

そ
の
精
神
障
害
者
が
本
心
に
復
し
て

い
る
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
（
健
常
者

と
ほ
ぼ
同
程
度
の
精
神
状
態
に
あ
る
こ

と
）
医
師
二
人
以
上
の
立
会
い
が
必
要
で

す
。
遺
言
に
立
ち
会
っ
た
医
師
は
、
遺
言

者
が
遺
言
を
す
る
と
き
に
お
い
て
、
心
神

喪
失
の
状
態
で
な
か
っ
た
旨
を
遺
言
書

に
付
記
し
て
、
こ
れ
に
署
名
し
、
印
を
押

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
秘
密
証
書

で
遺
言
を
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
封
紙
に

上
記
の
記
述
を
し
て
、
署
名
し
、
押
印
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
医
師
に
は
医

学
的
見
地
か
ら
の
判
断
が
求
め
ら
れ
ま

す
。 

①
遺
言
書
の
管
理
は
ど
う
す
る
か 

封
印
が
あ
る
遺
言
書
を
勝
手
に
開
封

す
る
と
、
法
律
に
よ
っ
て
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

封
印
の
無
い
遺
言
書
も
勝
手
に
読
む
こ

と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
遺
言
書
が
死
後

見
つ
か
ら
な
か
っ
た
り
、
遺
言
書
の
存
在

さ
え
不
明
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
備
え
て
、
遺

言
書
の
保
管
も
大
切
な
要
素
に
な
り
ま

す
。
一
番
確
実
な
方
法
と
い
う
の
は
な
か

な
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
よ
り
確
実
な
方

法
と
し
て
、
遺
言
書
を
そ
の
作
成
に
関

与
し
た
法
律
専
門
家
に
預
け
て
お
く
こ

と
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
信
託
銀
行
な
ど

で
も
預
か
っ
て
呉
れ
ま
す
が
、
公
正
証
書

遺
言
に
限
ら
れ
ま
す
。
ま
た
保
管
料
も

安
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
他
、
親
族
の
中

で
一
番
信
頼
で
き
る
人
に
預
け
る
こ
と

も
良
い
で
し
ょ
う
。
貸
金
庫
に
預
け
る
と

遺
言
者
の
死
亡
と
同
時
に
凍
結
さ
れ
て

開
け
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
開
く
に
は

相
続
人
全
員
の
同
意
書
を
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
遺
言
に
よ
っ

て
利
益
を
受
け
る
人
に
因
果
を
含
め
て

預
け
て
お
く
こ
と
も
良
く
使
わ
れ
ま
す
。

愛
人
な
ど
が
こ
れ
に
該
当
す
る
で
し
ょ
う

が
、
後
で
と
ん
で
も
な
い
騒
動
に
発
展
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。(

次
号
へ続
く) 

 

次
回 

例
会 

予
告 

六
月
十
八
日(

月) 

十
九
時
か
ら 

前
橋
市
総
合
福
祉
会
館 

三
階
第
四
会
議
室 

テ
ー
マ
「看
護
師
達
が
立
上
げ
た 

ケ
ア
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
」(

仮
題) 

講
師 

伊
藤 

誠
一
氏 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
ら
し
の
安
心
ネ
ッ
ト
理
事
長 

ぐ
ん
ま
福
祉
事
業
協
同
組
合
理
事
長 

 

編
集
後
記 

総
会
第
二
部
、
「
昌
平
」
さ
ん
の
尺
八
演
奏

は
さ
す
が
に
プ
ロ
、
す
ば
ら
し
か
っ
た
で
す

ね
。
会
員
外
の
方
も
沢
山
来
て
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
、
当
会
を
知
っ
て
い
た
だ
く
良
い
機

会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。 


